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熱力学、伝熱工学

工業熱力学（岐美格、奥野純平、牧野州秀共著・森北出版）

項　　　　目

再 生 ラ ン キ ン
サイクル

中間まとめ

蒸気の状態変
化②

再生ランキンサイクルについて説明する。

蒸気の状態変
化①

まとめ

蒸気の性質、状態変化について説明する。

選択 講義・後期 学修単位
学年 単位・時間
５Ｍ １・１００分

副担当教員

参　考　書
教　科　書
関連科目

授業評価・理解度

全体の学習事項のまとめを行う。また授業評
価アンケートを行う。

教　員　名

科　　　　　　目　　　　　　名
熱機関：Heat Engine

城戸　秀樹：KIDO Hideki

科目コード
3068

必修・選択 授業形態 単位種別

再 熱 ラ ン キ ン
サイクル

蒸気の臨界点、蒸気の状態式、湿り飽和蒸気
について説明する。

ランキンサイクルの熱効率の計算方法を説明
する。

再熱ランキンサイクルについて説明する。

ランキンサイク
ル

蒸気プラントの基本サイクルであるランキンサ
イクルについて説明する。

蒸気の断熱変化、等エンタルピ変化について
説明する。

蒸気表、蒸気線図の見方を説明する。

中間まとめとして試験を実施する。

熱量的な状態量の基準状態、飽和水の持つ熱
量について説明する。

蒸気の持つ熱
量②

蒸気表、蒸気
線図

蒸気の状態変
化③

蒸気の持つ熱
量①

本講義では、蒸気サイクルの動作流体である蒸気の性
質、蒸気の持つ熱量について説明し、その後、ランキンサ
イクルについて説明を行う。
節毎に演習を行うことで理解を深めさせる。

到　達　目　標

（１）蒸気サイクルの基礎知識を説
明できる。
（２）蒸気表および蒸気線図を利用
して基本的な計算ができる。

評　価　方　法

①中間試験（４０％）、②
期末試験（４０％）、③演
習（２０％）により評価す
る。

授
業
概
要

JABEE基準１（１）（E)①

蒸気の等圧変化について説明する。

蒸気の等容変化、等温変化について説明す
る。

蒸 気 の 臨 界
点、状態式、湿
り飽和蒸気

（ｄ）－（１）－④学習・教育目標
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蒸気の性質

備　　考

後　　　　　　　　　　期

湿り飽和蒸気の持つ熱量について説明する。

最終回に授業評価アンケートを行う。

蒸気の持つ熱
量③

過熱蒸気の持つ熱量について説明する。

ランキンサイク
ルの熱効率


